































































































































xZ をニューメレールとし、その価格 pZ は 1 とする。
　以上の仮定のもとで効用最大化問題を解くと、






























 ++== mfCmfCC ttxttxfC
)1()1( mmffZCC twtwxxp −+−=+
),;,,,( γρmCmfCC tpwwxx =
),;,,,( γρmCmfff tpwwtt =
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賃金 wf との相対的な高さ（wf / pC）に大きく依存
すると考えられる。そのため、以下では pC < wf
と pC > wf の 2 ケースについて分析する。
　まず、pC = 1. 5、wf = 2. 0として pC < wf のケー
スについて、（9）式の条件を満たす γ と ρ の範囲
を求めると図 1 のようになる。なお、他の変数に


























































































































































































































































































































































































































図 1 　pC < wf（pC = 1. 5, wf = 2. 0, wm = 4. 5, tm = 0. 2）
保育サービスの充実と男性の育児参加促進
18
この範囲内では∂C / ∂wf  > 0 が成立している。一方、
色の濃い部分は（9）式を満たしていない範囲であ
り、∂C / ∂wf  < 0 が成立している。図 1 の γ の値









　次に、pC の値を上昇させて、pC =2. 5として pC 
> wf のケースについて、（9）式の条件を満たす γ
と ρ の範囲を求めると図 2 のようになる。図 2 の
γ の値が小さく、かつ ρ の値が小さい範囲で、∂C 








































　tm を0. 25に増加させると、図 3 のようになる。
図 1 と比較すると、特に γ が大きく、ρ の小さい


























0. 3にすると、図 5 のようになる。ここでは、ρ


















図 3 　tm = 0. 25（pC = 1. 5, wf = 2. 0, wm = 4. 5）
保育サービスの充実と男性の育児参加促進
図 4 　pC = 0. 5（wf = 2. 0, wm = 4. 5, tm = 0. 2）

































































　そもそも、本稿のモデルでは、wm > wf のとき、
男性の育児時間を増加させると、子供数は減少す




























































現在 3 歳から 5 歳の子供については、幼児教育・
保育が無償化されている。しかし、 0 歳から 2 歳
の子供については、住民税非課税世帯の子供しか
無償化されていない。さらに、待機児童の90％近



















































































































































































数（2）式より、wm > wf のとき、賃金の低い女性が育








3 ）（9）式の符号は、wf / pC, 1 / pC, wm / wf, tm, γ , ρ の値に
依存する。本稿では、wf / pC, pC, tm, γ , ρ の値によって、
符号がどのように変化するか分析する。ちなみに、
wm / wf については次のことがいえる。wm / wf の値が




4 ）ちなみに、pC > wf のケースでも、男性の育児時間
tm が増加すると、図 2 の色の薄い部分は拡大していく。
5 ）このことは、図 2 の pC > wf のケースでは、pC を
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The comparison between the effect of the enhancement 
of child-care service and the support of men 
in the care of children
SAKAZUME Satoko
〈Abstract〉
 This study aims to analyze the effect of the improvement of child-care service and the support of men in the care 
of children on the relation between the female wage and the demand for children.  Assuming the use of child-care 
service and the help of men in the care of children, it is likely that an increase in the female wage increases the 
number of children.  We will try to clear and specify the conditions that this occurs.
 Our model follows Becker (1965), but the inputs devoted to childcare are assumed to be the male time, the female 
time, and the child care service.  For simplicity, the male time is assumed to be exogenous variable.  Using our 
model, we analyze the effect of the charge for child-care service and the male time on the relation between the female 
wage and the demand for children.
 Our model shows that the effect depends on the elasticity of substitution between children and other consumer 
goods.  When the elasticity of the people is diverse, the combination of the reduction of the charge for child-care 
service and the increase in the elasticity of substitution between the child-care service and the parental time is 
effective, while the increase in male time isnʼt much effective.
Key words： charges for child-care service, male time, demand for children, female wages, simulation analysis
